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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

　日本地理学会、人文地理学会、日本人口学会、地理情報システム学会、
　近畿都市学会、日本都市学会、奈良地理学会

　GISを利用した人口統計などの分析

　京都大学大学院文学研究科地理学専攻修士課程修了

　文学修士

　人口地理学、地理情報学、地理情報システム（ＧＩＳ）

平　成　２１　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

・科学研究費補助金基盤研究(B)「地理的考え方とGIS技能をベースにした地域力育成のための地理教
育に関する研究」（研究代表者：碓井照子）研究分担者

・授業時間外の教育活動として、下記のような巡検を実施した。
　　学外研修（7月12日、３年次対象）
　　　「神戸市―人と防災未来センター、旧居留地、先端医療産業都市―」
　　３年次宿泊巡検（平成21年10月24～28日、碓井教授・稲垣講師と合同）
　　　「沖縄本島中南部―那覇市とその周辺の地域調査および日本地理学会大会への参加―」

・平成21年度より新設の全学自由科目「GIS基礎実習」（前期）および「GIS基礎講座」（後期）
を担当し、地理学科以外の学生への地理情報システムの知識や技能の普及に努めた。

・近畿都市学会理事、事務局長
・人文地理学会編集委員
・人文地理学会第9回公開セミナー「人口減少を地理学から考える」講師（10月17日）
・JICAによる各国統計職員集団研修担当（6月1日）

全学企画委員、文学部企画委員、全学教務委員会オブザーバー、文学部教務委員、教職課程運営専門
部会委員、ＦＤ委員、ホームページ委員、奈良大学サイクリング倶楽部（文化会所属）顧問
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① 書評『生活・文化
のためのGIS』
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近畿地方の市区町
村別人口増減の分
析をめぐって

教育用GISによる
国土数値情報の地
形データの利用法

2010年3月

国交省国土計画局「国土数値情
報」ダウンロードサービスで入
手可能な標高・起伏量などの地
形メッシュデータをGISソフト
「MANDARA」により処理する方法
を解説した。23～31頁。

1980年代以降の近畿地方の市区
町村別人口の増減状況を中心
に、GISによる関連指標との分析
も取り入れ、動向の推移を展望
する方法を検討した。94～102
頁。

2010年3月

『生活・文化のためのGIS（シ
リーズGIS第3巻）』（村山祐
司・柴崎亮介編,朝倉書店,2009
年）に関する書評

（その他）

（学会発表）

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称 発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

奈良大地理16号

奈良大学情報処理セン
ター年報20号

地理情報システム学会
ニューズレター第70号

2009年6月


